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外注化粉砕裁判闘争が最大の山場に突入

　

２
０
１
２
年
10
月
1
日
Ｊ

Ｒ
高
崎
支
社
・
千
葉
支
社
・
水

戸
支
社
は
、
各
支
社
の
車
両
セ

ン
タ
ー
の
構
内
運
転
業
務(

車

両
の
入
換
運
転
作
業)

と
そ
れ

に
伴
う
誘
導
作
業
、
仕
業
検
査

(

車
両
の
検
査
、
修
繕
作
業)

業
務
、
資
材
・
倉
庫
関
係
業
務
、

信
号
業
務
、
駅
派
出
業
務
な
ど

を
各
支
社
の
子
会
社
で
あ
る
鉄

道
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
会
社
に
一

括
・
丸
投
げ
し
て
外
注
化
を
強

行
し
ま
し
た
。

　

高
崎
支
社
で
も
、
高
崎
車
両

セ
ン
タ
ー
（
新
前
橋
）、
高
崎

車
両
セ
ン
タ
ー
高
崎
支
所
（
旧

高
崎
運
転
所
）、
高
崎
車
両
セ

ン
タ
ー
籠
原
派
出
所
（
旧
籠
原

運
転
区
構
内
）
で
外
注
化
が
強

行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
他

の
支
社
で
は
既
に
外
注
化
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
か
の
ぼ
る
と
２
０
０
１
年
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
、「
グ
ル
ー
プ
会
社
と

一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
構
築
」、

09
年
に
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と

な
っ
た
業
務
体
制
の
更
な
る
推
進
」

と
い
う
施
策
を
実
施
し
て
業
務
委
託

（
外
注
化
）
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
も
、

国
労
も
外
注
化
に
協
力
と
い
う
立
場

で
し
た
が
、
動
労
千
葉
を
中
心
に
動

労
総
連
合
は
一
貫
し
て
外
注
化
に
反

対
し
て
き
ま
し
た
。

■
強
行
さ
れ
て
も
反
対
を
貫
く

　

今
回
の
外
注
化
に
お
い
て
も
安
全

の
問
題
や
、
指
揮
・
命
令
系
統
が
複

雑
に
な
っ
て
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る

実
態
、
車
両
清
掃
を
業
務
の
中
心
と

し
て
き
た
各
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
会
社
に

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
請
け
負
う
だ
け

の
技
術
力
が
な
い
事
、
教
育
・
訓
練

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
無
い
事
、
Ｊ
Ｒ
社
員

か
ら
の
直
接
の
指
揮
・
命
令
が
行
わ

れ
、
偽
装
請
負
で
業
務
が
遂
行
さ
れ

る
事
、
休
日
が
年
間
5
日
削
減
さ

れ
る
事
、
保
存
休
暇
が
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
事
な
ど
た
く
さ
ん
の
問
題
を

裁
判
の
中
で
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

■
裁
判
５
年
目
で
最
大
の
山
場
に

　

出
向
無
効
確
認
訴
訟
は
12
年
12
月

に
提
訴
し
、
13
年
2
月
27
日
に
第
1

回
公
判
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま

で
15
回
の
公
判
と
数
度
の
進
行
協
議

を
経
て
、
い
よ
い
よ
10
月
28
日
に
東

京
地
裁
１
０
３
号
大
法
廷
で
本
人
尋

問
が
始
ま
り
ま
す
。

　

10
月
28
日
は
、
千
葉
関
係
、
12
月

16
日
は
水
戸
と
高
崎
関
係
、
1
月
13

日
は
組
合
も
会
社
も
総
括
的
な
攻
防

と
な
り
ま
す
。提
出
し
た
陳
述
書
で
、

高
崎
関
係
で
は
前
述

し
た
ほ
か
に
今
年
3

月
15
日
に
発
生
し
た

籠
原
駅
炎
上
事
故
、

4
月
24
日
に
発
生
し

た
電
車
の
屋
根
上
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が

Ｊ
Ｒ
の
外
注
化
と
一
貫
し
て
闘
い
続
け
て
き
ま
し
た

発
見
さ
れ
た
事
象
や
、
安
全
問
題
と

し
て
の
出
区
点
検
、
業
務
指
示
書
に

見
ら
れ
る
Ｊ
Ｒ
の
直
接
的
指
示(

偽

装
請
負)

に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
東

京
地
裁
１
０
３
号
大
法
廷
を
原
告
団

と
圧
倒
的
傍
聴
者
の
数
で
埋
め
尽
く

す
た
め
に
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
漆
原
）

  

動
労
総
連
合
強
制
出
向
無
効
確
認
訴
訟

第
一
回
証
人
尋
問　

10
月
28
日　
（
金
）　

９
時
45
分
〜
17
時　
　

東
京
地
裁　

第
１
０
３
号
法
廷  

（
大
法
廷
）

＊
９
時　

東
京
地
裁
正
門
前
集
合

就
業
規
則
の
一
方
的
改
悪
に
よ
る

5
年
解
雇
制
の
強
行
許
す
な
！

　

千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）

は
就
業
規
則
「
修
正
提
案
」
を
強
行

し
た
が
、
こ
れ
は
Ｔ
Ｔ
Ｓ
で
も
狙
わ

れ
て
い
る
事
だ
。

　

Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
２
月
に
提
案
し
た
内
容

は
、
契
約
・
パ
ー
ト
の
更
新
回
数
に

一
方
的
に
上
限(

最
長
５
年)

を
作

り
「
限
定
社
員
試
験
」
に
不
合
格
な

ら
雇
い
止
め
、
作
業
手
当
て
な
ど
を

大
幅
に
削
減
す
る
と
い
う
と
ん
で
も

な
い
も
の
だ
っ
た
。
現
場
か
ら
激
し

い
怒
り
で
実
施
は
延
期
に
な
っ
た

が
、
会
社
は
７
月
に
提
案
内
容
を

修
正
し
た
い
と
表
明
し
た
。

　

８
月
30
日
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
関
係

す
る
労
働
組
合
に
就
業
規
則
改
定

案
の
修
正
提
案
を
行
っ
た
。
修

正
案
に
は
「
契
約
・
パ
ー
ト(

有

期)

の
雇
用
期
間
は
最
長
５
年
間

と
す
る
」「
会
社
は
…
社
員
か
ら

申
請
を
受
け
た
場
合
は
無
期
雇
用

と
す
る
事
が
あ
る
」
と
い
う
内
容

が
新
た
に
書
き
込
ま
れ
た
。
限
定

社
員
試
験
は
取
り
や
め
る
、
代
わ



り
に
無
期
転
換
希
望
者
に
は
「
申

請
・
面
接
」
し
て
、
会
社
が
【
判
断
】

す
る
制
度
を
実
施
す
る
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
説
明
を
団
体
交
渉
も
せ
ず
、

職
場
説
明
会
す
ら
せ
ず
に
、「
時
間

が
な
い
か
ら
」
と
、「
新
し
い
契
約

書
に
サ
イ
ン
せ
よ
」「
書
か
な
い
な

ら
10
月
か
ら
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん

よ
」
と
脅
か
し
て
強
行
し
た
の
だ
。

こ
ん
な
や
り
方
は
許
さ
れ
な
い
。

労
働
契
約
違
反
・
法
律
違
反
だ
。

■
こ
れ
は
他
人
事
で
は
な
い

　

Ｔ
Ｔ
Ｓ
で
働
い
て
い
る
皆
様
、

Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
か
け
ら
れ
た
や
り
方
は

自
分
た
ち
に
も
、
必
ず
や
か
け
ら

れ
ま
す
。
会
社
が
わ
れ
わ
れ
労
働

者
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の

か
は
、
分
か
る
で
し
ょ
う
。
社
員

試
験
の
や
り
方
す
ら
ま
と
も
な
回

答
を
せ
ず
、
上
の
気
持
ち
次
第
で

ほ
と
ん
ど
が
決
ま
る
と
い
う
態
度
。

す
べ
て
同
じ
事
で
す
。

　

働
い
て
る
労
働
者
が
賃
金
が
安

く
、
天
下
り
が
多
く
も
ら
っ
て
い

る
。
闘
い
な
く
し
て
な
に
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
組
合
も
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の

よ
う
に
妥
結
す
る
の
で
は
な
く
、

闘
う
事
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
る

べ
き
で
す
。

■
い
ま
こ
そ
立
ち
上
が
る
時
だ
！

　

今
、
韓
国
で
は
6
万
人
以
上
の

組
合
が
ゼ
ネ
ス
ト(

ス
ト
ラ
イ
キ)

に
突
入
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち

も
色
ん
な
意
味
で
声
を
あ
げ
る
べ

き
で
す
。

（
鈴
木
）

　

9
月
27
日
に
鉄
道
労
組
が
た

ち
あ
が
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
韓

国
・
民
主
労
総
の
ゼ
ネ
ス
ト
は

23
日
目
を
迎
え
て
い
ま
す
（
19

日
現
在
）。

 

賃
金
制
度
を
成
果
主
義
的
に
改

悪
し
（
成
果
年
俸
制
）、
成
果
を

あ
げ
な
け
れ
ば
自
由
に
首
に
す

る
（
成
果
退
出
制
）
と
い
う
労

働
法
制
改
悪
に
反
対
す
る
ゼ
ネ

ス
ト
で
す
。

 

成
果
制
は
、
公
共
企
業
の
民
営

化
（
金
儲
け
優
先
）
と
一
対
の

攻
撃
で
、
公
共
企
業
（
鉄
道
・

病
院
・
自
治
体
な
ど
）
を
金
儲

け
主
義
に

し
、
財
界

を
肥
え
太

ら
せ
る
た

め
の
提
案

で
、
ゼ
ネ

ス
ト
へ
の

市
民
の
支

持
は
7
割

を
超
え
て

い
ま
す
。

市
民
団
体

か
ら
も
労

働
組
合
が

ん
ば
れ
、

と
い
う
声

が
た
く
さ

ん
あ
が
っ

て
い
る
実
情
で
す
（
日
本
で
は
想
像

し
に
く
い
で
す
が
）。

　

民
主
労
総
は
10
月
19
日
決
意
総
決

起
集
会
を
開
き
、
次
の
よ
う
な
決
意

文
を
採
択
し
ま
し
た
。

「
こ
の
3
年
半
、
パ
ク
ク
ネ
政
府
は
惨

事
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
セ
ウ
ォ
ル
号

事
故
で
３
０
４
人
の
命
が
冷
た
い
海

の
中
に
消
え
、『
問
答
無
用
の
外
注
化
』

で
ク
イ
駅
の
青
年
労
働
者
を
は
じ
め

数
多
く
の
労
働
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

放
水
銃
の
直
撃
で
闘
う
農
民
が
殺
さ

れ
、
朝
鮮
半
島
へ
の
サ
ー
ド
配
備
は

全
国
民
の
安
全
を
揺
さ
ぶ
り
、
揺
れ

動
く
土
地
の
上
に
立
て
ら
れ
た
原
発

は
破
滅
の
脅
威
の
な
か
で
依
然
と
し

て
稼
働
中
で
あ
る
。

　

闘
い
だ
け
が
希
望
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
時
代
で
あ
る
。
公
共
部
門

ゼ
ネ
ス
ト
を
勝
利
へ
導
く
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
力
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
で
あ
る
。
労
働
改
悪
・
成
果
に

よ
る
解
雇
制
を
必
ず
阻
止
す
る
。
公

共
部
門
ゼ
ネ
ス
ト
闘
争
を
２
０
１
６

年
11
月
全
国
労
働
者
大
会
と
民
衆
総

決
起
闘
争
へ
と
継
続
し
、
全
民
衆
と

共
に
不
法
政
権
・
腐
敗
政
権
・
殺
人

政
権
の
パ
ク
ク
ネ
政
権
退
陣
の
闘
い

に
立
ち
上
が
る
。
最
後
ま
で
共
に
闘

い
、
共
に
勝
利
す
る
」（
抄
）。

民
主
労
総
と
動
労
千
葉
の
共
闘

　

民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
は
、

こ
う
し
た
ゼ
ネ
ス
ト
を
日
韓
の
国

際
連
帯
で
闘
お
う
と
こ
の
夏
以
来

動
労
千
葉
に
呼
び
か
け
て
お
り
、

私
た
ち
動
労
連
帯
高
崎
の
仲
間
で

あ
る
動
労
千
葉
は
、
こ
の
呼
び
か

け
に
応
え
て
、
11
／
6
東
京
〜
12

―

13
ソ
ウ
ル
の
国
際
共
同
闘
争
を

共
に
闘
っ
て
い
ま
す
。

　

動
労
連
帯
高
崎
は
、
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
ま
す
。
韓
国
の
成
果
退

出
制
は
、
安
倍
政
権
の
「
働
き
方

改
革
」
と
同
一
で
す
。
安
倍
の
労

働
法
制
改
悪（「
働
き
方
改
革
」）は
、

総
非
正
規
化
（
同
一
労
働
同
一
賃

金
と
い
っ
て
、
全
労
働
者
を
非
正

規
に
す
る
。
労
働
時
間
で
は
な
く

成
果
で
賃
金
を
決
め
る
。）
で
あ
り
、

解
雇
自
由
化
で
す
。
狙
わ
れ
て
い

る
の
は
公
的
部
門
で
あ
り
、
正
規

職
の
外
注
化
で
す
。

　

安
全
崩
壊
は
い
っ
そ
う
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
韓
国
民
主
労
組
・

鉄
道
労
組
と
連
帯
し
た
日
本
で
の

闘
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
、
安
定
し
た
労
働
条
件
と

鉄
道
の
公
共
性
、
安
全
性
を
ま
も

る
た
め
に
、
日
本
で
も
闘
い
に
た

ち
あ
が
り
ま
し
ょ
う
。
動
労
連
帯

は
、
11
月
6
日
の
集
会
と
デ
モ
に

と
も
に
参
加
さ
れ
、
社
会
を
変
え

る
行
動
を
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま

す
。

韓国では９月 27日から

無期限ゼネスト　　に突入！


